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平成 19年度 科学技術教育重点推進校事業に係る研究発表会開催要項 
 
１ 目 的  科学技術教育重点推進校における今年度の研究成果を発表することにより，次年度以降

の研究の充実を図るとともに，優れた事例については他校に普及させ，本県科学技術教育

の質の向上に資する。 
２ 主 催  茨城県教育委員会 
３ 期 日  平成 20年 1月 26日（土） 
４ 場 所  県立図書館視聴覚ホール 

〒３１０－００１１ 茨城県水戸市三の丸１－５－３８ 

ＴＥＬ：０２９－２２１－５５６９ 

５ 日 程 12:30～13:00 受付 
13:00～13:15 開会行事 
13:20～14:00 水戸第二高等学校  「擬二次元寒天ゲル中の金属葉の成長と形」 

「可変焦点式望遠鏡の試作」 

14:00～14:20 水戸農業高等学校  「特許取得を目指した無添加ハムの研究」 
14:20～14:40 鉾田第一高等学校  「巨大結晶作り」 
14:40～14:50 休憩 
14:50～15:30 並木高等学校    「スーパー・マーケットとコンビニエンス・ストア

の相互関係に関する研究」 
「３年間の研究の軌跡」 
「これからの研究構想」 

15:30～16:10 つくば工科高等学校 「ＥＶカーの軽量化とエネルギー利用の高効率化」 
「二足歩行ロボットの研究」 

16:10～16:30 指導講評  
16:30     閉会 

６ 参加者  科学技術教育重点推進校（課外活動の充実）５校 
       高校生，教員，保護者及び一般の方 
７ 指導講評  

茨城大学  
理学部長 坂田文彦 
茨城県高等学校教育研究会  
理化部長・工業部長 中川隆行，生物部長 須賀田喜孝，地学部長 菅谷政司， 
農業部長 市毛壽彦 
教育庁高校教育課 
指導主事 村田一弘 

８ その他  
(1) なるべく公共の交通機関を利用して下さい。 
(2) 車利用の場合は，三の丸庁舎（旧県庁舎）の駐車場を利用して下さい。 
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Ｖ 

擬二次元寒天ゲル中の金属葉の成長と形 

茨城県立水戸第二高等学校 数理科学同好会 

 鈴木 絵里香 小室里花 田辺 三紀子 

１．はじめに 

 私たちは化学の教科書に載っていた金属樹を見て、枝分かれを繰り返しながら成長していく不思議な形に興味

を持ち、枝の形の詳細な観察や画像処理をしやすくするためにシャーレに薄く広げた(擬二次元)寒天ゲルを作成

し、銅金属葉を成長させて研究している。 

今回は、金属葉を同時に多数成長させたときにできるパターンについて発表する。 

 

２．実験 

これまでの研究により金属葉は遮蔽及び反発効果を持つことが確認され、フラクタルパターンのひとつである

拡散律速凝集(ＤＬＡ)であることが分かったので、金属片をもっとたくさん置いたらどうなるかと考え、実験を行ってみた。 

 寒天培地上に置く金属片の個数を２個、３個、２０個で行った。寒天培地はCuCl２ 0.5mol/L、寒天 20g/L、金属片は鉄で

行った。 

 

３．結果 

２個置いたときに反発効果によって出来た金属葉の境界線は、２個の鉄片を結ぶ線分

の垂直二等分線になっているように見える。 

次に、鉄片を３個置くと反発によってできた３つの境界線(破線)が生じる。この交点

Ｖを中心とした円を描くと３つの鉄片の中心を通った。これより反発効果によってでき

た境界線が、その隣り合う金属片を結ぶ線分の垂直二等分線であることが確認された。 

 

４．仮説 

金属片を同時に多数配置して金属葉を成長させてできた境界線が、ボロノイ図の

境界と一致する。ボロノイ図とは、数学の幾何学で扱われる問題で、空間中に配置

した点(母点)を基準として、それらの中心間の垂直二等分線よって空間を分割して

得られる領域境界を表す線図形のことを言う。 

 

５．実験および結果 

 Ａは母点に金属片を置いて成長させた金属葉の写真、Ｂは母点を元に手書きで垂直二等分線を引いた図で、Ｃ

はＡとＢを重ね合わせたものである。反発による境界線と見事に一致した。 

 

 

 

 

 

６．考察 

ボロノイ図の作図は、手を使って直に描くのは非常に面倒である。またコンピュータを用いる場合も、有限の

精度で計算が行われるため数値誤差が発生し、母点が増えるほど正しく描くことが大変である。 

今回私たちは母点の位置に金属片を置き、多数の金属葉を同時に成長させることで、ボロノイ図を綺麗に描く

ことを発見した。高校化学で習う簡単な化学反応で、数学の幾何学の問題である「ボロノイ図を描く」という問

題を解くことができたことは驚きだ。 

Ａ Ｂ Ｃ 


